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■祝 町制50周年（小中学生による町民憲章朗読）



 年を祝う�
周年記念式典�

ë町民栄誉賞が授与されました�
　左から�
　柔道五輪金メダリスト関根忍さん�
　女子バレー五輪金メダリスト�
　加藤きよみさん�
　元プロ野球選手大久保博元さん�
　プロ野球選手井川慶さん（代理）�
　アテネ五輪トライアスロン代表�
　田山寛豪さん（代理）�

ê加藤さんからモントリオール�
　五輪で獲得した金メダルが�
　町に寄贈されました。�

ë「我が町の発展を支えた先人たちのご努
力に感謝いたします。陸海空の結接点と
しての大洗の役割が高まっていきます。
行政と町民が一体となったまちづくりを
進めていきたい」と小谷町長が式辞を述
べました。�

　　　�

　
６
月
13
日
（
日
）
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町
制
50
周
年
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
に
は
、
額
賀

志
郎
自
民
党
政
務
調
査
会
長
、
狩
野
安
参
議
院
議

員
、
田
山
東
湖
県
議
会
議
員
、
周
辺
市
町
村
長
や
議
長
、
関
係
者
約
千
人
が

出
席
し
そ
の
歩
み
を
祝
い
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
功
績
の
あ
っ
た
方
を
た
た
え

る
町
民
栄
誉
賞
の
授
与
や
自
治
功
労
、
医
療
福
祉
、
税
務
、
教
育
で
功
績
の

あ
っ
た
方
々
の
表
彰
、
50
周
年
記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
大
洗
町
は
、
１
９
５
４
年
に
磯
浜
町
、
大
貫
町
が
合
併
し
誕
生
、
翌
年
に
旧

夏
海
村
を
編
入
し
現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。�
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町制50周 
大洗町制50　

▲町の歩みを写真で振り返りました�

▼大洗高校マーチングバンドによるアトラクション�

▲未来の大洗を描いた絵画コンクールの表彰�

▲50年後の大洗はどんなかな�

開式のことば�
君が代斉唱�
町民憲章朗読�
式辞�
町議会代表挨拶�
町民栄誉賞授与及び�
　　　　　記念品の贈呈�
功労者感謝状贈呈�
�
来賓祝辞�
祝電披露�
功労者代表謝辞�
絵画入賞者表彰�
大洗町の変遷�
万歳三唱�
閉式のことば�
�
アトラクション�
（大洗高校マーチングバンド演奏）�

（3） 広報おおあらい　2004.7.6
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大
洗
町
の
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
こ
の

50
年
を
顧
み
ま
す
と
、
昭
和
29
年
に
当
時

の
磯
浜
町
と
大
貫
町
、
更
に
、
翌
年
に
は

旧
夏
海
村
が
合
併
し
、
現
在
の
大
洗
町
が

誕
生
し
ま
し
た
。

今
日
の
大
洗
町
が
目
ざ
ま
し
い
発
展
を

と
げ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
数
多
く
の
先

人
達
の
不
屈
の
精
神
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
る
も
の
で
す
。

昭
和
33
年
に
は
大
洗
港
が
地
方
港
湾
に

指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
首
都
圏
の
商
港
と
し

て
発
展
さ
せ
る
べ
く
国
の
重
要
港
湾
と
し

て
指
定
を
受
け
、
昭
和
60
年
に
は
念
願
の

北
海
道
―
大
洗
間
に
フ
ェ
リ
ー
が
就
航

し
、
初
め
て
フ
ェ
リ
ー
が
入
港
し
た
と
き

に
は
万
感
胸
に
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し

た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
大
洗
鹿
島
線
も

開
通
し
、
通
勤
通
学
な
ど
町
民
の
重
要
な

交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
北
関
東
自
動
車
道
や
東
関

東
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
百
里
飛
行
場

の
民
間
共
用
化
な
ど
の
実
現
に
よ
っ
て
、

陸
海
空
の
交
通
の
結
接
点
と
し
て
の
本
町

の
役
割
、
重
要
性
も
ま
す
ま
す
高
ま
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
38
年
の
日
本
原
子
力
研
究

所
の
誘
致
を
皮
切
り
に
、
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
原
子
力
研
究
施
設
が
立
地
し
、
原
子

力
の
研
究
開
発
に
先
駆
的
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。
信
頼
の
絆
を
深
め
、
新

産
業
の
創
出
や
人
材
育
成
を
具
現
化
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
、
国
際
的
な
原
子
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
中
核

的
な
拠
点
機
能
を
果
た
し
て
い
く
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
洗
ゴ
ル
フ
場
も
歴
史
を
重
ね

全
国
第
２
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
数
々
の

ビ
ッ
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
開
催
し
町
の
知

名
度
を
高
め
て
お
り
ま
す
。
昭
和
27
年
に

開
設
し
た
竜
宮
城
を
思
わ
せ
る
大
洗
水
族

館
も
初
代
か
ら
数
え
現
在
は
３
代
目
で
あ

り
、
そ
の
間
、
町
民
を
は
じ
め
数
多
く
の

方
々
に
親
し
ま
れ
、
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大

洗
水
族
館
は
、
開
館
７
８
３
日
で
３
０
０

万
人
の
入
館
者
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
50
年
の
歩
み
は
、
小
さ
な
町
な
が

ら
、
全
国
有
数
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
ベ

ー
ス
に
そ
の
魅
力
が
磨
か
れ
て
き
た
歴
史

そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
我
が
町
は
、
海
辺
や
港
湾
の
環

境
整
備
や
水
田
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
、

町
民
参
加
に
よ
る
全
町
公
園
構
想
に
基
づ

く
潤
い
の
あ
る
町
を
目
指
し
た
花
づ
く
り

な
ど
の
環
境
美
化
、
更
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

活
用
し
た
自
然
体
験
活
動
や
観
光
振
興
、

各
種
産
業
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
教
科
教

室
型
を
採
用
し
た
南
中
学
校
か
ら
現
在
建

設
を
進
め
て
い
る
第
一
中
学
校
に
象
徴
さ

れ
る
先
進
的
な
教
育
の
町
、
そ
し
て
、
首

都
圏
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
観
光
の
町
と
し
て
、
そ
の
特

色
と
魅
力
は
全
国
か
ら
注
目
、
評
価
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

私
は
『
ふ
る
さ
と
』
と
言
う
言
葉
に

「
現
に
今
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
」
と

い
う
意
味
合
い
を
も
た
せ
た
い
、そ
し
て
、

一
人
一
人
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
所
に
よ

り
良
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
、
自
ら

が
何
を
し
、
み
ん
な
で
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
共
に
考
え
、
50
年
先
を
見

据
え
た
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の

方
々
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
次
の
世
代

の
子
供
た
ち
に
誇
れ
る
町
を
作
り
上
げ
る

べ
く
全
力
を
傾
注
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。50

周
年
記
念
誌
を
各
世
帯
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
表
題
の
「
か
え

り
み
て
未
来

あ

す

を
お
も
う
」
は
ま
さ
に
こ
れ

を
機
に
更
な
る
郷
土
づ
く
り
の
た
め
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆

さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
洗
町
の
あ
ゆ
み�
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自
治
功
労
の
部�

地
域
の
振
興
と
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
２
６
５
名
の

方
々
に
対
し
、「
自
治
功
労
」

「
医
療
福
祉
功
労
」「
税
務

功
労
」「
教
育
功
労
」
の
部

門
ご
と
に
感
謝
状
の
贈
呈

を
行
い
、
そ
の
多
大
な
功

績
を
た
た
え
ま
し
た
。
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茂

荻
　
谷
　
伸
　
生

小
　
沼
　
清
　
治

小
　
沼
　
秀
　
夫

小
野
崎
　
美
恵
子

小
野
瀬
　
勝
　
雄

小
野
瀬
　
き
み
子

小
野
瀬
　
は
　
つ

鴨
　
川
　
か
つ
子

川
　
上
　
仁
　
一

川
　
上
　
俊
　
彦

小
　
泉
　
保
　
夫

坂
　
本
　
和
　
男

坂
　
本
　
か
つ
枝

桜
　
井
　
正
二
郎

佐
　
藤
　
彰
　
一

佐
　
野
　
誠
太
郎

清
　
水
　
和
　
枝

菅
　
谷
　
邦
　
子

菅
　
谷
　
武
　
男

鈴
　
木
　
　
　
憲

関
　
根
　
　
　
繁

関
　
野
　
資
農
夫

高
　
木
　
一
　
郎

高
　
崎
　
と
　
り

高
　
崎
　
浩
　
子

高
　
橋
　
富
　
子

高
　
橋
　
正
　
彦

田
　
口
　
　
　
勇

田
　
口
　
市
　
野

田
　
口
　
常
　
吉

田
　
山
　
健
　
次

田
　
山
　
伸
三
郎

田
　
山
　
隆
　
利

仲
　
嶋
　
登
久
枝

野
　
口
　
　
　
進

藤
　
田
　
顕
　
治

堀
　
江
　
健
　
介

増
　
田
　
栄
　
一

八
　
木
　
逸
　
郎

山
　
口
　
進
　
康

米
　
川
　
　
　
實

渡
　
辺
　
　
　
實

唐
　
笠
　
　
　
實

清
　
水
　
　
　
哲

関
　
根
　
健
　
夫

勝
　
山
　
一
　
美

関
　
　
　
昭
一
郎

明
　
石
　
佳
代
子

木
ノ
本
　
和
　
ヱ

重
　
實
　
　
　
光

吉
　
川
　
　
　
一

関
　
根
　
富
美
雄

大
　
川
　
郁
　
子

小
野
瀬
　
喜
　
昭

大
　
山
　
岳
　
夫

小
　
沼
　
秀
　
道

小
　
沼
　
福
　
松

小
野
瀬
　
喜
美
子

川
　
崎
　
　
　
貢

笹
　
目
　
夏
　
樹

佐
　
藤
　
幸
　
明

沢
　
畠
　
道
　
子

関
　
根
　
幸
　
子

福
　
本
　
隆
　
治

小
　
川
　
好
　
男

渡
　
辺
　
専
　
造

飯
　
島
　
恭
　
子

岩
　
井
　
　
　
忍

大
　
岡
　
紀
　
一

坂
　
本
　
伸
　
男

鈴
　
木
　
い
　
つ

関
　
根
　
洋
　
一

竹
　
下
　
政
　
彦

田
　
山
　
康
　
衛

原
　
田
　
　
　
守

古
　
市
　
俊
　
彦

増
　
山
　
貞
　
吉

松
　
井
　
昭
太
郎

山
　
形
　
和
　
子

渡
　
辺
　
高
　
志

大
久
保
　
景
　
明

飯
　
塚
　
　
　
重

榎
　
本
　
英
　
輔

山
　
形
　
雄
　
三

医
療
福
祉
功
労
の
部�

税
務
功
労
の
部�

教
育
功
労
の
部�



大
洗
町
制

大
洗
町
制
50
周
年
記
念

周
年
記
念�

絵
画
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

入
賞
作
品�

優秀賞　集合！大洗の観光地！�
第一中学校2年　関根　汐海�
「50年後、大洗は観光地がいっぱい増えて、お客（人）も観光地の
にぎやかさ、あかりに誘われて、どんどんやってきて・・・50年後は明
るく、大洗の良さがつまった観光地が増えるといいなと思う。ちなみに、
50年後でも“あんこう”の吊るし切りも実演で！アクアワールドやわ
くわく科学館もリニューアル！！50年後、絵のようになってるといい！」�

優秀賞　ゆめのポートエリア�
夏海小学校2年　木村　和樹�
「町のシンボルになる灯台まで続く地下の道には、電気自動車が
走り、海はきれいな魚たちでいっぱいです。緑もたくさん、自然にや
さしい町」�

優秀賞　北海道へ出発！！�
祝町小学校6年　三輪野　夏恵�
「50年後には海も魚も空も町もきれいになって、鳥もたくさん来ます。
観光客も来ますが、ごみは絶対捨てません！楽しくにぎやかな町にな
ります。」�

優秀賞　大洗大好きランド�
磯浜小学校2年　大川　浩輝�
「ぼくの好きな魚で建物や乗り物を作って遊びたかった。海の中も、
マンボーやサメやスズキのサブマリンで探検して、大洗の海の中を
見てみたい。そんなことができるといいなぁと思った。」�

大
洗
町
制

大
洗
町
制
50
周
年
記
念

周
年
記
念�

絵
画
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

入
賞
作
品�
大
洗
町
制
50
周
年
記
念�

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品�

最優秀賞　未来の大洗�
南中学校2年　小野瀬　雄大�
「海の中に、海底水族館ができて、ビルがたくさん建って、�
　　　　ハワイのように海がきれいで、あたたかくなる。」�

　
大
洗
町
制
50
周
年
を
記
念
し
開
催
さ
れ
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
２
２
０
点
も
の
応
募
が
あ
り
、想
像
力
豊
か
に
未
来
の
大
洗

が
描
か
れ
ま
し
た
。
佳
作
５
点
に
つ
い
て
は
、９
月
号
以
降
に
掲
載

予
定
で
す
。�
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児
童
手
当
が
小
学
校
３
年

生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
中

の
所
得
と
今
年
度
の
固
定
資
産
税

を
基
準
に
、８
月
に
確
定
し
ま
す
。

所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
と
減

額
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
減
額
制
度
】

納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
と
被

保
険
者
に
な
っ
て
い
る
世
帯
員
全

員
の
昨
年
中
の
合
計
所
得
が
33
万

円
以
下
の
場
合
　
　
　
　
　
　

国
保
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割

額
の
６
割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

世
帯
員
全
員
の
昨
年
中
の
合
計

所
得
が
、
次
の
計
算
式
で
出
た
額

よ
り
も
少
な
い
場
合
　
　
　
　
　

33
万
円
＋
（
世
帯
主
以
外
の
世
帯

員
数
×
24
万
５
千
円
）

国
保
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割

額
の
４
割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
国
民
健
康
保
険

係
（
内
線
１
５
７
）

か
ず
免
除
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
全
額
免
除
の
場
合
は
通
常

の
３
分
の
１
、
半
額
免
除
の
場
合

は
通
常
の
３
分
の
２
の
額
を
納
め

た
扱
い
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
の

で
、後
日
余
裕
が
出
来
た
と
き
は
、

保
険
料
を
納
め
る
（
追
納
）
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
住
民
課
管
理
係

（
内
線
１
１
５
）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
３
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申

請
す
れ
ば
保
険
料
免
除
（
全
額
免

除
・
半
額
免
除
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

平
成
16
年
度
分
の
免
除
申
請

は
、
７
・
８
月
中
に
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
に
つ
い
て

国
保
税
の
確
定
の
た
め
に

申
告
を
忘
れ
ず
に

　区　　　　　　　　　分�

生活保護世帯�

町民税非課税世帯�

町民税所得割非課税世帯�

園児1人（※）�

�

20,000

園児2人目�

�

36,000

園児3人目�

�

52,000

　区　　　　　　　　　分�

生活保護世帯・町民税非課税世帯�

町民税所得割非課税世帯�

町民税所得割税額8,800円以下の世帯�

町民税所得割税額102,100円以下の世帯�

園児1人（※）�

136,800�

104,200�

79,900�

56,100

園児2人目�

178,000�

155,000�

138,000�

122,000

園児3人目�

220,000�

207,000�

197,000�

187,000

私立幼稚園・年間支給額（単位：円）�

公立幼稚園・年間支給額（単位：円）�

※幼稚園に通う子のみを数えます�

幼稚園就園奨励費補助金の支給について
幼稚園児の世帯全員の収入額に応じ、補助額が決定されます。

大洗町在住で町外の幼稚園に通うお子さんをお持ちで、該当され

ると思われる方は、7月30日までにお問い合わせください。

問合せ／学校教育課（内線351）

INFORMATION

大洗町役場@267-5111

くらしの情報�
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（
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
小
学
２
・
３
年
生
の
保
護
者
の

方
（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

申
請
期
間
／
９
月
30
日
（
木
）
ま
で

申
請
の
仕
方
／

【
額
改
定
】
印
鑑

【
認
定
請
求
】

・
国
民
年
金
の
方
　
印
鑑

・
厚
生
年
金
の
方
　
保
険
証
の
写

（
家
族
全
部
）
又
は
年
金
加
入
証

明
願
（
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）
・

印
鑑

※
平
成
14
・
15
年
中
の
申
告
が
大

洗
町
に
な
さ
れ
て
な
い
方
は
、

「
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
就
学

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
学
校

第
３
学
年
終
了
前
ま
で
に
拡
大
さ

れ
ま
す
。
９
月
30
日
ま
で
に
手
続

き
を
し
た
方
に
限
り
、
特
例
的
に

４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に

該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
の
で
該
当
さ
れ
る

方
は
必
ず
期
日
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
で
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
／

○
小
学
１
年
生
の
保
護
者
の
方

「
額
改
定
請
求
」
�

の
手
続
き
が
必
要
�

※「
現
況
届
」の
提
�

出
が
必
要
で
す
�

「
認
定
請
求
」
の
�

手
続
き
が
必
要
�

現
在
児
童
手
当
を
�

受
給
し
て
い
る
方
�

受
け
て
い
な
い
方
�

請
求
の
手
続
き
は
�

あ
り
ま
せ
ん
�

※「
現
況
届
」の
提
�

出
が
必
要
で
す
�

「
認
定
請
求
」
の
�

手
続
き
が
必
要
�

６
／
８
定
期
払
い
�

を
受
け
た
方
�

受
け
て
い
な
い
方
�



対
象
／
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
要

介
護
４
・
５
に
相
当
す
る
高
齢
者

を
、
過
去
１
年
間
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
家
族

支
給
額
／
10
万
円

申
請
期
間
／
８
月
２
日
〜
31
日

☆
申
請
書
は
福
祉
課
に
備
え
て
あ
　

り
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
内
線
１
５
３
）
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イベント� 開催日� 開催場所� 見どころ�

2004�
ビーチバレー�
in大洗�

7月24日（土）�
25日（日）�

8月28日（土）�
29日（日）�

8月1日（日）�

大洗�
サンビーチ�

国内最大規模のビーチバレーボー
ル大会。男女別トーナメント戦で熱
戦が繰り広げられます。�

大洗海上�
花火大会�

7月31日（土）�
大洗�
サンビーチ�

尺玉連発、大型スターマイン、国内
最大級の2尺玉など、約3000発の
大輪の花が真夏の夜空を彩ります。�

盆踊りの�
夕べ�

大洗�
マリンタワー�
前芝生広場�

誰でも気軽に参加できる盆踊り大会。
昔から伝わる「三浜盆踊り」に是非
ご参加ください。�

大洗�
八朔祭�

8月28日（土）�
29日（日）�全町�

神事8月25日�

29日は歩行者天国。山車や神輿が
練り歩き、多くのイベントが行われま
す。�

OARAI�
CUP2004�
―サーフィン＆�
ボディーボード―�

大洗�
サンビーチ�

経験に応じたクラス別のトーナメン
ト戦が2日間にわたり行われます。2
日目にはプロによる教室も開催。�

2004キラリ大洗  夏のイベント�
海水浴場開設期間　7月17日（土）～8月22日（日）�

対
象
／
町
内
在
住
で
、
平
成
16
年

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
金

婚
式
を
迎
え
る
夫
婦
（
昭
和
29
年

中
に
婚
姻
さ
れ
た
夫
婦
）

☆
戸
籍
上
の
婚
姻
に
限
り
ま
す
。

申
請
期
限
／
８
月
２
日
（
月
）

☆
申
請
用
紙
は
福
祉
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

選
考
／
審
査
・
決
定
後
、
敬
老
会

（
９
月
18
日
）
で
表
彰
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
内
線
１
５
３
）

金
婚
式
（
結
婚
50
周
年
）

記
念
表
彰

電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ

ム
運
用
開
始
の
お
知
ら
せ

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

市
町
村
や
県
へ
提
出
す
る
申
請

や
届
出
の
一
部
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」

と
は
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
請
や
届
出
を
受
け
付
け
る
窓
口

と
な
る
シ
ス
テ
ム
で
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
窓
口
へ
出
か
け
な
く
て

も
自
宅
や
職
場
に
居
な
が
ら
手
続

を
行
う
こ
と
が
で
き
、
深
夜
や
休

日
で
も
手
続
が
で
き
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
手
続
の
際
に

別
途
必
要
と
な
る
書
類
の
提
出

や
、
文
書
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て

は
郵
送
や
窓
口
で
の
取
扱
い
に
な

り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
や
り
と
り

で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

利
用
で
き
る
手
続
（
７
月
12
日
か

ら
）

住
民
票
／
除
票
の
写
し
の
交
付
請

求戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
請
求

付
記
転
出
届

住
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
交

付
申
請

課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
交
付
申

請
（
固
定
資
産
評
価
証
明
交
付
申

請
）

事
業
所
所
在
証
明
交
付
申
請

納
税
証
明
交
付
申
請

犬
の
登
録
事
項
変
更
届
出

犬
の
死
亡
の
届
出

母
子
健
康
手
帳
交
付
申
請
（
妊
娠

届
出
）

妊
産
婦
医
療
費
助
成
申
請
（
マ
ル

福
）

県
で
は
、県
政
出
前
講
座
の
申
込
、

行
政
文
書
開
示
請
求
、
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
申
請
な
ど
60
種
類

の
県
へ
の
手
続
き（
五
月
末
か
ら
）

※
ご
利
用
の
際
に
、
手
続
き
に
よ

っ
て
は
、
本
人
確
認
の
た
め
に
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
情
報
推
進
係

（
内
線
２
３
４
）

県
へ
の
手
続
に
つ
い
て
は
県
情
報

政
策
課

@
（
３
０
１
）
２
５
４
６

J
（
３
０
１
）
２
５
９
８

h
ttp
s
://w

w
w
1
.a
s
p
-ib
a
ra
ki.

jp
/h
o
m
e
/in
d
e
x.h
tm
l

第14回笠間のまつり（笠間市）�
灯籠流し�
日　時／8月16日（月）午後6時30分～9時�
場　所／亀ヶ橋北公園（笠間ショッピングセンター隣）�
8月21日（土）�
オープニングフェスティバル　午後3時～9時30分�
場　所／笠間稲荷門前通り、笠間駅前通り、各駐車場�
ねぶた＆光のオブジェ＆神輿パレード　午後6時30分～9時30分�
場　所／笠間稲荷神社周辺�
　　　　※人形ねぶたと創作ねぶた、神輿の競演を�
　　　　　ぜひご覧ください。�
問合せ／笠間のまつり実行委員会事務局�
　　　　@0296-72-1111（内線161･226）�
�
御前山納涼花火大会（御前山村）�
　個人での提供者も募集しています。打ち上げ前に、提供者のア
ナウンスをいたしますので、ご自分の花火が目の前で見られます。�
と　き／平成16年8月14日（土）午後7時30分～ ※雨天順延�
ところ／国民宿舎『御前山荘』前�
問合せ／御前山納涼花火大会実行委員会�
　　　　@0295-55-2408



町の人口と世帯
（6月1日現在）

人　口　19,441人　（－11）

男　　 9,672人　（－12）

女　　 9,769人　（＋01）

世帯数　 6,797世帯（＋09）

転入 034人　　転出 035人

出生 012人　　死亡 022人

曜�

金�

日�

日�

日�

日�

16�

18�

25�

1

一　般�
�

関係者・一般�

関係者・一般�

大会議室�
�

ホール�

ホール�

9:30�
�

9:00�

9:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

�

7�

�

8

ブランド品展示販売�
�

田山寛豪君アテネオリンピック壮行会�

全国学校合奏コンクール茨城県大会�

� �

開催場所�開始時間� 入場方法�

〜�〜�

今 月 の

納

税
固定資産税（第2期）

下水道受益者負担金

納期は8月2日までです。
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開
設
期
間
／
７
月
21
日
（
水
）
〜

８
月
25
日
（
水
）

開
設
時
間
／
９
時
〜
16
時
30
分

☆
最
終
日
は
午
前
中
の
み
開
設

☆
荒
天
時
は
閉
鎖
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

☆
町
内
の
小
中
学
生
、
園
児
は
無

料
で
す

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

（
内
線
３
５
９
）

町
営
プ
ー
ル
の
開
設

入
場
料
�

一
　
般
�

高
校
生
�

個
　
人
�

3
6
0
円
�

2
9
0
円
�

1
7
0
円
�

1
4
0
円
�

�

2
9
0
円
�

2
3
0
円
�

1
3
0
円
�

1
1
0
円
�

町外のみ�

中
学
生
�

3
歳
〜
小
学
生
�

団
体（
30
人
以
上
）�

有
料
期
間
／
７
月
17
日
（
土
）
〜

８
月
22
日
（
日
）

夏
期
有
料
駐
車
場
の
開
設

日
時
／
７
月
22
日
（
木
）

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

申
込
み
／
町
長
公
室

（
内
線
２
１
２
）

特
設
人
権
相
談

相
談
日
／
８
月
６
日
（
金
）

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

@
（
２
６
６
）
３
０
２
１

心
配
ご
と
相
談

休
館
日
／

７
月
12
日
（
月
）
・
19
日
（
月
）

26
日
（
月
）

８
月
２
日
（
月
）
・
９
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

16
時
30
分

※
７
月
20
日
〜
８
月
31
日
は

９
時
30
分
〜
17
時
30
分

貸
出
期
間
／
２
週
間（
一
人
３
冊
）

図
書
室

５
歳
児
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、海
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
町
営
駐
車
場
の

無
料
券
を
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

園
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

町
内
在
住
で
町
外
の
学
校
に
通

う
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、

商
工
観
光
課
（
内
線
３
３
２
）
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
海
ふ
れ
あ
い
事
業

無
料
駐
車
券
の
配
布

区分�

大型車�

中型車�

普通車�

二輪・原付�

サンビーチ�

3,000円�

1,300円�

1,000円�

400円�

大洗海岸�

2,390円�

990円�

780円�

320円�

●駐車料金�

10
時
30
分
か
ら

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

（
内
線
３
５
９
）

田
山
寛
豪
選
手

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

壮
行
会
を
行
い
ま
す

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
競
技
で
の
田
山
寛
豪
選

手
の
活
躍
を
願
い
、
壮
行
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
25
日
（
日
）

10
時
受
付

日
時
／
８
月
11
日
（
水
）

キ
ッ
ク
オ
フ
　
午
後
７
時

会
場
／
笠
松
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

カ
ー
ド
／
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ｖ
ｓ
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

こ
の
試
合
の
観
戦
を
ご
希
望
さ

れ
る
町
内
の
方
に
は
、
特
別
招
待

券
（
Ａ
席
）
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

８
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
に
、

生
涯
学
習
課
で
観
戦
特
別
招
待
券

希
望
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
各
自
で
ご
来
場

い
た
だ
き
応
援
願
い
ま
す
。（
駐

車
場
に
つ
い
て
は
、
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。）

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

１
万
人
の
応
援
団
募
集
！
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■個人住民税ついての改正点�
①個人町民税の均等割は、平成16年度より全国市町村共通で3,000円（年額）に統一されました。なお、県民

税の均等割1,000円（年額）については、変更ありません。�

②平成17年度から生計同一の妻に対する非課税措置が廃止され、所得金額が一定金額（例：パート収入98万円）

を超える者に均等割を課税することになりました。�

※平成17年度には2分の1（1,500円＋県民税500円）平成18年度には全額課税（3,000円＋県民税1,000

円）するという経過措置が講じられます。�

③平成18年度以後、老年者控除（480,000円）を廃止いたします。�

④土地、建物等を分離長期譲渡所得の税率等の引下げ等（譲渡した年の1月1日において所有期間が5年を超える

土地、建物等を譲渡した場合の所得）�

�

�

�

�

�

⑤土地、建物等を分離短期譲渡所得の税率等の引下げ等（譲渡した年の1月1日において所有期間が5年以下であ

る土地、建物等を譲渡した場合の所得）�

�

�

�

�

�

�

�

⑥土地・建物等の長期譲渡所得の100万円の特別控除は廃止されました。�

　この改正は、平成16年1月1日以後に行う土地、建物等の譲渡について適用されます。�

なお、④と⑤と⑥については、町民税適用は平成17年度以後になります。�

問合せ／税務課　町民税係（内線141・142）�

■国民健康保険税についての改正点�
長期譲渡所得の100万円の特別控除の廃止により所得割の算出方法が変わります�

　この改正は、平成17年度以後適用になります�

問合せ／福祉課　国民健康保険係（内線157）�

�

固定資産税の課税に関するお問い合わせ�
課税対象となる財産の取得価格に対する消費税の取り�

扱いで、税込み方式と税抜き方式の会計処理があり、�

それによって固定資産税額に違いが生じるのでは。あ�

わせて、会計処理が異なる事業所が統合する場合の取�

り扱いに対する町の対応は？�

改　　正　　後�

所得税　　譲渡益の15％�

県民税　　譲渡益の1.6％�

町民税　　譲渡益の3.4％�

�

改　　正　　前�

所得税　　譲渡益の20％�

県民税　　譲渡益の 2％�

町民税　　譲渡益の 4％�

�

改　　正　　後�

�

所得税　　譲渡益の30％�

�

県民税　　譲渡益の 3％�

町民税　　譲渡益の 6％�

�

改　　正　　前�

①所得税　　譲渡益の40％　�

②総合課税による上積税額×110％�

①と②とのいずれか多い方の税額による分離課税�

県民税　　　譲渡益の 3％�

町民税　　　譲渡益の 9％�

町の税制度が変わりました�

税務課固定資産税係�

現在の税法上、消費税の会計処理については税込み

方式と税抜き方式の双方が認められています。今後、

会計処理が異なる事業所間で統合が生じる場合には、

町としては税込み方式での会計処理をお願いしてい

きます。�
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